
各素材の透湿性試験 

●透湿とは 

 透湿とは材料の両側の水蒸気圧差がある場合、湿度の高いところから低いところへ材料内の水蒸

気(湿気)が移動していくことをいいます。建築材料に使われる透湿防水フィルムでは、その透湿性

によって結露の発生や室内の湿度の調整に大きく影響します。プラスチックフィルムや加工紙など

の防湿を目的とした包装用紙でも、透湿性の評価が重要となります。また近年ではスポーツウェア

などに使用される高機能繊維の開発においても透湿性試験が実施されています。 

 

 

●試験内容 

試験材料の両側を低湿槽と高湿槽に分けます。低湿側は 25℃、40％RH で調湿、高湿側は 25℃、

90％RH で調湿します。高湿槽側から水蒸気が低湿槽側へと移動するので、徐々に両方の試験槽の

湿度が均一になっていきます。均一になるまでの時間を記録し透湿性の評価を行います。 

 

 

●SRG 設置例 

 SRGでは低湿域から高湿域まで各湿度領

域の湿度を供給することができます。右図

のように SRGより調湿空気を BOX内に供給

し試験環境を調湿します。BOX内の環境は

湿度計を各層の内部に設置し湿度の管理

を行います。 

 

 

●SRG シリーズ仕様 

湿度発生方式：分流式 

湿度発生範囲：０～１００％RH 

温度設定範囲：＋５～＋４０℃ 

湿度再現性：±１％RH 

流量計：ローターメータ/マスフロー・コントローラー 

発生流量：１ or １０ or ２０L/min (いずれかを選択) 
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